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日本製鉄は「日本製鉄カーボンニュートラルビジョン2050～ゼロカーボン・スチールへの挑戦～」

を掲げ、鉄づくりに伴って排出されるCO2などの温室効果ガスを2030年に2013年度比30％

削減とするとともに、2050年に実質ゼロとするカーボンニュートラルの実現を目指す決意を示

しました。鉄鉱石から鉄をつくるためには石炭（カーボン）が必要で、CO2の排出が避けられません。

しかし我々は、地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けて、18世紀の産業革命以前

の約300年前から続けてきた製鉄プロセスを大きく変える、前人未到の技術革新に挑んでいます。

CO2排出ゼロの究極の鉄「ゼロカーボン・スチール」を誕生させ、私たちの豊かな暮らしと社会

を支え続けていきたい。日本製鉄はグリーンイノベーションで世界の未来を切り拓いていきます。

ゼロカーボン・スチール への挑戦




